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ク口一ス"アツげブ みんなで守ろう!地域の安全
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安全・安心な“食”を皆さんの食卓へ
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特
集

県
で
は
、
今
年
七
月
に
県
の
関
係
機
関

を
は
じ
め
、
生
産
者
、
製
造
・
加
工
業
者
、

流
通
業
者
な
ど
を
構
成
員
と
す
る
「
富
山

県
食
品
安
全
推
進
本
部
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
定
期
的
に
意
見
交
換
を
し
、
食
品
の

安
全
施
策
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

今
後
と
も
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
て
、
お
い
し
く
、
新
鮮
な
本
県
の
食

材
に
安
全
・
安
心
を
加
味
し
た
”食

“の
確

保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
特
集
に
つ
い
て
の
問
合
せ
・
ご
意
見
は

県
庁
食
料
政
策
課
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関
係
機
関
と
連
携
し
た
総
合
的
な
対

策
を
実
施
し
て
い
ま
す

今
年
五
月
に
食
品
安
全
基
本
法
が
公
布

さ
れ
、
国
で
は
、
消
費
者
の
健
康
保
護
を

最
優
先
と
す
る
食
品
安
全
行
政
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
県
で
も
、
こ
う
し
た
動
き

に
合
わ
せ
、
生
産
者
、
製
造
・
加
工
業
者
、

流
通
業
者
、
消
費
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
、食
品
の
安
全
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

残
留
農
薬
検
査
機
器
を
整
備
し
、農
作

物
に
対
す
る
農
薬
の
適
正
な
使
用
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
衛
生
的
な
生
鮮

魚
介
類
を
取
り
扱
う
た
め
、
殺
菌
し
た
海

水
を
用
い
た
洗
浄
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
の
食
品
加
工
工
場
な
ど
で
は
、
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
）方
式
の
導
入
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、学
校
給
食
で
は
、

最
新
の
施
設
が
順
次
導
入
さ
れ
て
お
り
、

よ
り
安
全
な
調
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

最
終
製
品
を
抜
き
取
り
検
査
し
て
い
た
従
来
の
方
法

と
違
い
、
原
材
料
の
受
け
入
れ
か
ら
製
造
・
出
荷
ま
で

の
全
工
程
に
お
い
て
、
危
害
防
止
に
つ
な
が
る
ポ
イ
ン

ト
を
監
視
・
記
録
し
、
安
全
を
確
保
す
る
方
法
。

県
内
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
床
に

水
を
流
し
た
状
態
で
調
理
す
る
ウ
エ
ッ
ト

方
式
か
ら
、
細
菌
の
繁
殖
を
防
ぐ
ド
ラ
イ

シ
ス
テ
ム
へ
の
切
り
替
え
が
進
ん
で
い
る
。

食
品
を
加
工
す
る
各
工
程
で
の
温
度
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
従
業
員
の
食

品
に
対
す
る
安
全
性
へ
の
意
識
も
大
き
く
向

上
し
て
い
る
。

県
産
の
米
、
野
菜
な
ど
の
残
留
農
薬
の
検

査
が
、
出
荷
始
め
に
自
主
的
に
実
施
さ
れ

て
い
る
。
検
査
の
結
果
、
基
準
値
を
上
回
っ

た
食
材
は
市
場
に
は
流
通
し
な
い
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。

農
薬
の
使
用
状
況
な
ど
、
農
作
物
の
生

産
工
程
を
管
理
・
記
帳
し
、
生
産
情
報
を

開
示
し
て
い
く
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
牛
肉
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
に

基
づ
き
、
牛
の
個
別
情
報
を
消
費
者
に
伝

え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

県
内
全
域
に「
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ

ー
」
を
配
置
し
、
不
正
な
表
示
が
な
い
か

な
ど
監
視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
食
品
表

示
１
１
０
番
」
を
運
営
し
、
消
費
者
、
製

造
者
な
ど
か
ら
、
食
品
表
示
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

食
品
表
示
１
１
０
番
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
食
品
の
安
全
に
関
す

る
様
々
な
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、食

品
安
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
や「
食
の
安
全
を
考

え
る
」県
民
の
つ
ど
い
な
ど
を
開
催
し
、県

民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報
交
換
に
努
め
て
い

ま
す
。

※
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

小
売
店
に
並
ん
で
い
る
食
品
が
い
つ
・
ど
こ
で
・
ど
の

よ
う
に
生
産
・
流
通
さ
れ
た
か
を
消
費
者
が
把
握
で

き
る
仕
組
み
の
こ
と

農作物の残留農薬検査
JA全農とやま農産物分析センター（富山市）

最新の給食調理施設
富山市南学校給食センター

原料となる食肉の保存状態を検温
（株）ムッターハム工場（婦中町）

安
全
な
食
品
の
生
産
・
提
供�

食
品
の
調
理
・
加
工
の
衛
生
管
理�

生
産
履
歴
の
情
報
開
示�

食
品
表
示
の
適
正
化�
食
品
の
安
全
に
関
す
る
情
報
交
換�

食の安全・安心情報ホームページ　http://www.pref.toyama.jp/sections/1613/anzen/index.html

生産者�

独立行政法人 家畜改良センター�

と畜場�
（食肉卸売業）�

食肉小売業� 消費者�

個
体
識
別
番
号�

登
録�

すべての牛の情報を記録管理� 生年月日、性別、母牛、飼養地、
飼養者、と畜年月日など�

枝肉から肉片をサ
ンプルとして収集�

牛の耳に10桁の
番号を記載した目
印（耳標）を装着�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

情
報
検
索�

精肉から検査用の
サンプルを収集�

牛肉トレーサビリティの仕組み�

同じ識別番号の枝肉
と精肉をDNA検査に
より同一性を確認�

国　産�
和牛ロース　ステーキ用�
加工日 消費期限 保存温度�
00.00.00 00.00.00 10 C゚以下�

100gあたり　　円　　g　　　円�
加工場所 ○○スーパー○○店�
住　所 ○○市○○町1-1-1�
電　話 0000-00-0000

個体識別番号0100030013

個体識別番号0100030013�
枝肉番号3456

耳標�

※牛肉への表示は平成16年12月からの予定です。�

個体識別番号0100030013

例／個体識別番号�
　　0100030013

もう一度確認ー表示の注意事項�

名 称 �
原材料名�
�
�
�
�
�
�
内 容 量 �
消費期限�
保存方法�
�
製 造 者 �

紅鮭弁当�
ご飯、煮物（里芋、人参、ごぼう、
その他）、紅鮭、鶏つくね、卵焼き、
昆布煮、たくあん、ごま、調味料（ア
ミノ酸等）、pH調製剤、保存料（ポ
リリサン）、着色料（カラメル、青1、
黄1、赤102）、甘味料（ステビア、
甘草）、香料�
350g�
2003.10.10�
直射日光を避け、常温で保存して
ください。�
富山県○○市○○○�
○○○食品株式会社�

名　称�

加工食品の内容を表す一
般的な名称で「品名」で
もよい�

原材料名�

原材料、食品添加物を
使用した重量の多い順
に記載。乳・そば・小麦
粉・卵・落花生はアレル
ギー物質を含むため、
微量でも必ず明記。�
�
消費期限�

食品の品質が劣化しや
すく製造した日から5
日間以内に消費すべき
食品に表示�
※賞味期限は、缶詰やスナッ
ク菓子など品質が比較的
長く保持される食品に記載�

内容量�

保存方法�
食品の品質、特性、食味を
十分保存するために好ま
しい方法を具体的に記載�

製造者�
製造者の名称、住所を記載
（輸入品の場合は輸入業者）�

－食の再認識と若者・高齢者の世代間交流－�

｢食の安全を考える｣県民のつどい2003

食品安全フォーラム�

日　時　平成15年10月21日（火）�
　　　　午後2時～4時�
場　所　福野町 ア・ミューホール�

新川地区�

砺波地区�

｢食の安全を考える｣�

日　時　平成15年10月7日（火）�
　　　　午後1時30分～4時�
場　所　黒部市国際文化センター・コラーレ�

※基調講演、パネルディスカッション�

日　時　平成15年10月10日（金）�
　　　　午後１時30分～4時�
場　所　とやま自遊館 ホール�

※基調講演、実践研究発表など�

前処理（洗浄、カット）�

HACCPの管理の仕方�

原材料の受け入れ�

保管�

加熱�

冷却�

包装�

最終製品�

異
物
混
入
や
保
存
状
態
な
ど
の

確
認
、点
検
を
実
施�

従来方式�
製品の抜き取り検査のみ�

私たちの食生活を取り巻く環境が大きく変化している中で、BSE（牛海綿状脳症）

の発生や食品表示の偽装、無登録農薬の使用など、食に関する様々な問題が生じて

います。これまでの生産管理を中心とした対策から一歩進んだ「農場から食卓まで」

の安全対策を紹介します。

私たちの食生活を取り巻く環境が大きく変化している中で、BSE（牛海綿状脳症）

の発生や食品表示の偽装、無登録農薬の使用など、食に関する様々な問題が生じて

います。これまでの生産管理を中心とした対策から一歩進んだ「農場から食卓まで」

の安全対策を紹介します。

県
内
九
カ
所
の
産
地
市
場
と
三
カ
所
の
荷

捌
き
所
で
は
、
作
業
や
洗
浄
に
使
用
す
る

海
水
を
浄
化
装
置
で
殺
菌
し
て
い
る
。
海

水
中
の
雑
菌
の
繁
殖
を
防
ぐ
こ
と
で
、
販

売
出
荷
ま
で
の
衛
生
管
理
が
大
き
く
向
上

し
て
い
る
。

殺菌された海水による魚体洗浄
新湊漁港
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街
頭
犯
罪
に
あ
わ
な
い
た
め
に
！

自
転
車
の
窃
盗
な
ど
の
街
頭
犯
罪
を
野

放
し
に
し
て
お
く
と
、
よ
り
大
き
な
犯
罪

を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
犯
罪

の
な
い
安
全
な
街
に
す
る
た
め
に
は
、
日

ご
ろ
の
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
重
要
で

す
。

地
域
の
交
流
で
犯
罪
を
防
止

警
察
で
は
、街
頭
犯
罪
や
空
き
巣
を
抑
止

す
る
た
め
、「
街
頭
犯
罪
等
抑
止
総
合
対
策

本
部
」を
設
置
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
に

努
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
犯
罪
を
少
し
で

も
減
ら
す
た
め
に
は
、警
察
の
力
の
ほ
か
に
、

県
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
犯
罪
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
自
ら
行
動
す
る
こ
と
が
大
切

で
す（
図
②
）。
ま
た
、
犯
罪
が
起
こ
り
に
く

い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
も
必
要
で
す
。地
域

の
住
民
同
士
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
と
い
う
基
本
的
な
こ
と
が
、
実
は
、
犯
罪

や
少
年
の
非
行
防
止
な
ど
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。安
全
に
暮
ら
せ
る
地

域
を
つ
く
る
た
め
に
自
分
が
何
を
で
き
る
か

考
え
、県
民
総
ぐ
る
み
で「
日
本
一
安
全
な

郷
土
と
や
ま
」を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
　
県
警
生
活
安
全
企
画
課

1
0
7
6（
4
4
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）2
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1
1

県内の犯罪発生件数が増えています。景気の低迷やモラルの低下など、

さまざまな原因が絡んでいるといわれていますが、それら犯罪の多く

は、ちょっとした注意で私たち自らが未然に防ぐことができるのです。

●
民
間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
●

伏
木
い
や
さ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
隊（
高
岡
市
）

県内の犯罪発生件数の推移（図①）�

0
2000
4000
6000
8000
10000
12000
14000
16000
18000

5年�

8,991 9,609
9,918

9,699 9,660
10,841

11,154
12,005

17,660
16,311

平成� 6年�7年�8年�9年�10年�11年�12年�13年�14年�

車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、必
ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を

抜
き
、ド
ア
ロ
ッ
ク
を
す
る
。�

車
内
に
は
、現
金
や
貴
重
品
、ス
ペ
ア
キ
ー
を
置

か
な
い
。�

夜
間
は
明
る
い
場
所
に
駐
車
す
る
。�

駐
車
場
や
車
の
付
近
で
不
審
な
人
を
見
か
け
た

ら
、1
1
0
番
通
報
す
る
。�

通
常
の
鍵
の
他
に
、チ
ェ
ー
ン
錠
を
か
け
る
な
ど
、

二
重
ロ
ッ
ク
に
す
る
。�

駐
輪
す
る
と
き
は
、路
上
で
は
な
く
駐
輪
場
を
利

用
し
、自
宅
で
は
ガ
レ
ー
ジ
な
ど
の
屋
内
に
入
れ
る
。�

防
犯
登
録
を
必
ず
行
い
、盗
難
被
害
に
あ
っ
た

場
合
は
、す
ぐ
に
警
察
に
届
け
出
る
。�

長期間留守にす
るときは、隣近所
の人に連絡�

補助錠の使用�
（二重ロック）�

サムターン�
カバーの設置�

頑丈なドア
スコープ�

ドアの二重ロック、
窓のすべてに鍵�

塀やベランダは
死角をつくらない�

防犯ガラスや
防犯フィルム
の使用�

不審者を見かけ
たら一声�

一戸建て�

マンション・アパート�

県内の空き巣被害のうち、約6割は鍵をして
いなかったことが原因です。�

ドアに穴を開けたり、隙間を利用して特殊な用具を
差し入れ、サムターンと呼ばれる内側のドアロックを
回して内部に侵入する手口のこと。全国的に被害が
増加している。�

自主防犯行動の例（図②）�

サムターン回し�

こ�が�ポ�イ�ン�ト�こ�

街
を
犯
罪
か
ら
守
る
と
と
も
に
犯
罪
者
を

出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
平
成
十
四
年

七
月
に
結
成
。
隊
員
は
現
在
四
十
三
名
で
、

毎
晩
交
代
で
巡
回
し
て
お
り
、
街
の
人
た
ち

か
ら
は
「
安
心
で

き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
の
声
が
聞

か
れ
る
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
に
よ

り
、
伏
木
管
内
の

窃
盗
件
数
が
こ
の

一
年
間
で
大
き
く

減
少
し
て
い
る
と

い
う
。

身
近
で
犯
罪
が
増
え
て
い
ま
す

県
内
の
犯
罪
発
生
件
数
は
、
こ
の
十
年

間
で
二
倍
近
く
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す

（
図
①
）。
な
か
で
も
、
自
転
車
の
窃
盗
、
車

上
荒
ら
し
な
ど
、い
わ
ゆ
る「
街
頭
犯
罪
」

が
約
五
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
中
、
県
民
に
よ
る
自
主
的

な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
が
各
地
で
盛
ん
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
安
全
な
街
づ
く
り
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
警
察
で

も
、
警
備
会
社
に
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
を
委

託
す
る
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
今
年
八
月
か
ら
富
山
、
高

岡
市
内
で
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
十
月
か

ら
は
、
伏
木
富
山
港
の
周
辺
地
域
で
も
行

っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
実
施
効
果
を
み

な
が
ら
、
対
象
地
域
の
拡
大
を
検
討
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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好
き
な
こ
と
で
人
助
け
を
す
る

「
四
十
年
前
、
日
本
の
盲
導
犬
第
一
号

が
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、

『
こ
れ
だ
！
』
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
好

き
な
犬
で
人
助
け
が
で
き
る
な
ん
て
、
こ

れ
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
」

社
会
人
に
な
っ
て
ま
だ
間
も
な
い
坂
井

さ
ん
は
、
勤
め
て
い
た
会
社
を
辞
め
、
迷

わ
ず
東
京
へ
向
か
っ
た
。

「
採
用
し
て
く
れ
る
か
ど
う
か
を
聞
く
前

に
、荷
物
を
送
っ
て
し
ま
い
ま
し
た（
笑
）」

盲
導
犬
が
ま
だ
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い

時
代
に
、
坂
井
さ
ん
は
訓
練
法
を
学
ん

だ
。
人
間
の
命
令
に
従
わ
せ
る
こ
と
、
ま

た
、道
路
や
踏
切
な
ど
で
危
険
が
あ
れ
ば

命
令
に
従
わ
な
い
「
不
服
従
の
服
従
」の

訓
練
も
必
要
だ
。

「
難
し
い
の
は
、
人
間
を
含
め
た
幅
や
高

さ
を
判
断
さ
せ
る
こ
と
。
自
分
は
通
れ

て
も
人
間
が
通
れ
な
け
れ
ば
進
ま
な
い
こ

と
を
覚
え
さ
せ
る
ん
で
す
」

自
立
し
た
生
活
を
送
る
喜
び

坂
井
さ
ん
は
、
富
山
県
の
第
一
号
と

な
っ
た
犬
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
約
七
十

頭
の
盲
導
犬
を
送
り
出
し
て
き
た
。
盲

導
犬
を
と
り
ま
く
環
境
も
前
と
比
べ
て
ず

い
ぶ
ん
よ
く
な
っ
た
と
い
う
。

「
昔
は
、
電
車
に
乗
る
と
『
ど
う
し
て
犬

が
電
車
に
乗
っ
て
い
る
ん
だ
』
と
い
う
目

で
見
ら
れ
た
。
今
で
は
い
や
な
顔
を
す
る

人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
よ
ね
」

ま
た
、
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
が
で

き
た
こ
と
で
、
公
共
施
設
や
交
通
機
関
、

ホ
テ
ル
、レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
は
、盲
導
犬

の
同
伴
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

一
方
で
、
目
の
不
自
由
な
人
の
外
出

に
は
、
人
が
つ
き
そ
え
ば
い
い
と
い
う
考

え
も
あ
る
。
し
か
し
、
盲
導
犬
を
伴
う
意

味
は
他
に
も
あ
る
と
坂
井
さ
ん
は
い
う
。

「
一
人
で
行
け
る
と
い
う
こ
と
が
、
大
事

な
ん
で
す
。
そ
こ
に
、
個
人
と
し
て
の
生

活
が
生
ま
れ
て
く
る
ん
で
す
」

盲
導
犬
を
必
要
と
す
る
人
は
全
国
で

約
七
千
人
以
上
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
現

在
活
躍
し
て
い
る
盲
導
犬
の
数
は
九
百

頭
余
り
。
本
人
が
希
望
し
て
も
周
囲
が

賛
成
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
理

解
が
足
り
な
い
の
で
は
と
い
う
。

「
盲
導
犬
を
渡
し
た
人
か
ら
、『
一
人
で

旅
行
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
』
と
、

楽
し
そ
う
に
報
告
が
あ
る
。
そ
ん
な
と
き

が
一
番
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
、
坂
井

さ
ん
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

犬
の
能
力
を
通
し
て
、

人
の
生
活
や
命
を

救
え
る
素
晴
ら
し
さ
。

盲導犬の訓練は、生後6ヶ月か
ら1年間程度行う。うまくでき
た時は、「Good」とほめる。盲
導犬として働くのは約8年間。

犬
と
と
も
に
人
の
た
め
に

坂
井
さ
ん
は
、
盲
導
犬
だ
け
で
な
く
、

日
本
で
初
め
て
の
災
害
救
助
犬
を
誕
生

さ
せ
て
い
る
。

「
警
察
犬
は
、
遺
留
品
に
つ
い
た
特
定
の

人
間
の
臭
い
を
追
う
。
災
害
救
助
犬
は
、

倒
れ
た
家
な
ど
の
中
か
ら
、
不
特
定
多

数
の
生
き
て
い
る
人
間
を
探
し
出
す
。
そ

こ
が
大
き
な
違
い
で
す
ね
」

坂
井
さ
ん
は
、
阪
神
大
震
災
や
台
湾

の
大
地
震
な
ど
の
際
に
現
地
へ
出
動
。
そ

の
傍
ら
で
、
救
助
犬
の
認
定
試
験
制
度

や
他
県
の
協
会
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
。

「
こ
れ
か
ら
も
っ
と
災
害
時
の
救
助
シ
ス

テ
ム
を
確
立
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

ん
で
す
」

盲
導
犬
と
出
会
っ
た
と
き
の
感
動
を

原
点
に
、
犬
を
信
頼
し
、
人
の
力
に
な
る

こ
と
を
追
い
求
め
て
き
た
坂
井
さ
ん
。
そ

の
人
生
は
こ
れ
か
ら
も
良
き
伴
侶
で
あ
る

犬
と
と
も
に
あ
る
。

災害救助犬認定審査会では、2日間に渡
って、服従作業審査や自然災害地作業
審査などが行われる。写真は、障害物
通過作業の審査風景。

盲導犬などの訓練を行っている

坂井訓練所所長

坂
さ か

井
い

貞
さ だ

雄
お

さん
1941年生まれ　富山市在住

1963年、盲導犬の存在を知った
坂井さんは、訓練士を目指して家庭
犬訓練所（現在の日本盲導犬協会）
へ入所。国産第一号の盲導犬を育て
た訓練士のもとで、訓練法を学んだ。
1974年、富山に戻り、北陸盲導犬
訓練所を開設。90年頃からは全国
に先駆けて災害救助犬の養成に取り
組み、災害救助犬協会の設立にも携
わった。
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県政の動き
皆さんから寄せられたご提言や
ご意見に対する県の考えや取り
組みを紹介します。

たばこの煙で健康を害さないよう、公共の施設では、禁
煙になったと聞きました。県の対応はどうなっているの
でしょうか。

今年5月に健康増進法が施行され、県庁などの官公庁をはじめ、学
校、病院、大型小売店、銀行、郵便局など多くの人が利用する施設
において、受動喫煙（他人のたばこの煙を吸わされること）の防止が

求められています。県では、県庁本庁舎をはじめ、議事堂、警察本部庁舎、
富山・高岡・魚津・砺波の4総合庁舎に
おいて、特定の喫煙場所を除き全面禁煙
にしました。その他の施設についても順次
対応しているところです。また、「富山県分
煙対策推進指針」を策定し、対象となる施
設の禁煙・分煙を推進することにしていま
すので、県民の皆さんのご理解とご協力を
お願いいたします。

全く身に覚えのないインターネットの有料サイトの利用料
金を請求するはがきが届きました。至急連絡するよう書い
てありますが、どのように対処すればよいでしょうか。

根拠のない請求には、応じる必要はなく、連絡する必要もありませ
ん。あわてて電話をかけると、自分の電話番号を相手に知らせるこ
とになりますので、取り合わないことが、最良の対処法です。また、

はがきは受取拒否することもできます。「受取拒
絶」の旨と「名前」を明記した付箋をはがきに貼
り付け、ポストに投函してください。連絡し
たために支払いを督促されている場合でも、
絶対に支払ってはいけません。もし、強引
な取立てがあったり、督促されて支払った
という場合は、最寄りの警察署に被害届を
提出してください。

パチンコ店、�
ゲームセンターなど�

「富山県分煙対策推進指針」による分煙対策の方法�

学校、病院、官公庁舎など�

銀行、郵便局など�

大型小売店、宿泊施設、�
飲食店など�

原則、施設内禁煙とし、喫煙を認める場合には
喫煙室（換気装置付き）を設置�

喫煙室（換気装置付き）の設置が望ましいが、困
難な場合には、喫煙コーナーに換気装置を設置�

禁煙にするか、喫煙コーナーに換気装置を設置�

喫煙コーナーに換気装置を設置�

これからもいろいろな声をお寄せください。

〒930-8501
（住所記入不要）
｢県民のひろば｣係

はがき
TEL.076（431）3131
FAX.076（444）3300
E-mail.koho＠pref.toyama.lg.jp

県民相談電話・
FAX・
Eメール

●問合せ　県庁健康課 1076（444）3224

●問合せ　県消費生活センター 1076（432）9233

● 第24回北信越国民体育大会（～24日）
●主要地方道富山魚津線・早月橋開通式

●知事のまちまわり（立山町）

第7回世界ポスタートリエンナー
レトヤマ2003（～10月19日）

●利賀サマー・アーツ・プログラム
2003（～30日）

●いなみ国際木彫刻キャンプ'03（～30日）
●子どもとやま県議会
●ジャパン・ワイルドライフ・フェ
スティバル'03（～24日）

●県総合防災訓練
●知事のまちまわり（城端町、井口村）
●伏木富山港（新湊地区）旅客船
バース供用開始記念式典

●県議会（～26日）
●富山ノーベルフォーラム2003
● 神通川馳越線工事100年記念

川と街づくり国際フォーラム
●県民芸術文化祭2003（～23日）

自然や野生生物の貴重な映像が観客を
魅了した。

架け替え工事の完成により、渋滞緩和
や歩行者の安全確保が図られた。

県内初の旅客船バース（岸壁）の完成に
より、環日本海国際港湾としてのさら
なる飛躍が期待されている。

●第2回ごみゼロ推進全国大会・
とやま環境フェア2003（～26日）

●第20回伝統的工芸品月間国
民会議全国大会（～9日）

●デザインウェーブ2003 イン
富山（～16日）

●食祭とやま2003 in 黒部（～9日）

今 後 の 予 定

店内�
禁煙�

喫煙場所�
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高岡から氷見に向かうJR氷見線を紹介。
晴れていれば、雨晴海岸から立山連
峰が見え、雨晴を過ぎると終点の氷
見までは砂防林の松林の中を走ると
いう魅力を取り上げた。

皆さんに郷土の良さを再発見・再認識していただくため、新聞・
テレビ・雑誌など、さまざまなメディアで全国に紹介された富
山の話題を紹介します。今回は平成15年7月～8月に紹介され
た話題の中からいくつかを紹介します。なお、ここで紹介しきれ
なかったものは県庁広報課のホームページでご覧になれます。

富山湾から立山連峰を望む車窓

朝日町のバタバタ茶とタラ汁を紹介。バタバタ茶は、微
生物がお茶の成分を分解して、健康に良
い物質を作り出し、タラ汁は、良質な
タンパク質やビタミンなどの栄養素を
効果的に取ることができるという。

栄養満点の朝日町名物

他のトロッコ電車がだいたい時速25～
45kmで走るのに対し、黒部峡谷鉄道は
平均時速16kmと全国で最も遅いことを
紹介。断崖にへばりつくように走るため、
軌道幅はわずか762mmとのこと。

日本一スローなトロッコ電車

県内の空き巣被害のうち、鍵をかけて
いなかったことが原因であるものは、

「約○割」を占めます。

（○を埋めてください。）

今後の予定

「日経トレンディ」9月号

「旅行読売」9月号

「山と渓谷」9月号

富山県が全国に紹介された情報をお持ちでしたら、ぜひ県庁広報課までお知らせください。

とやまの情報お伝えします！【10月の県政番組・お知らせ】※番組タイトルは、いずれも仮題です。

■新聞広報「県からのお知らせ」
10月11日、25日の朝刊各紙に掲載予定

■富山県ホームページ
http://www.pref.toyama.jp/

北日本放送テレビ 毎週日曜11:00～11:30 チューリップテレビ 第４日曜 10:00～10:52

ＦＭとやま 毎週月曜～木曜 11:30～11:40
毎週土曜 11:30～11:55

富山テレビ 毎週日曜 9:00～9:30

5日 みんなで守る地域の安全
12日 わがまち自慢～大沢野町～
19日 グリーン・ツーリズム
26日 安心できる食を届ける

5日 頑張る高校生
12日 紅葉を楽しもう
19日 伝統工芸
26日 富山の農畜産業

26日　実りの秋、食欲の秋

〒930-8501（県庁専用郵便番号、住所記入不要）県庁広報課あて
1 076（444）3134  FAX 076（444）3478 E-mail koho@pref.toyama.lg.jp
ホームページ　http://www.pref.toyama.jp/sections/1101/1101.htm

宇奈月温泉が開湯80周年を迎えたこと
を記念して、足湯を設置したことを
紹介した。温泉街の宇奈月公園内に
あり、宇奈月の湯を無料で楽しめる。

80周年記念の足湯がオープン！

1726年に建てられたとされる山小屋「立山室堂」を取り
上げた。豪雪に耐えるように太い柱が使わ
れており、1990年まで300年近く使
用された。現在は、国の重要文化財に指
定されており、見学することができる。

日本最古の山小屋

日本テレビ「おもいっきりテレビ」7月7日

■応募方法
はがきに、クイズの答え、郵便番号、住
所、氏名、年齢と本誌の感想を記載し、
富山県庁広報課「県広報とやま10月号ク
イズ係」まで。
締切／10月15日（水）（必着）

正解者の中から20名の方
に、「水墨美術館観覧券」を
ペアでプレゼントします。
（当選の発表はプレゼントの発送
をもってかえさせていただきま
す。なお発送予定日は10月16日
です。）

ヒント：3ページを読めばわかります。

小さな犯罪が大きな犯罪を引き起こす仕組みを「割れ窓理論」といいます。割れた窓を放置してお
くと、人の目が及ばない場所と受け取られ犯罪を誘発するというものです。犯罪防止のためには、
小さな犯罪も見逃さないという姿勢が重要なのだと実感しました。

県広報とやまは、隔月（偶数月）発行で新聞折込により各家庭にお届けします。また、県の各
施設や市町村役場、図書館、文化ホールなどでも配布しているほか、本号とバックナンバー
は、県庁広報課のホームページで閲覧することができます。

「県広報とやま」に関する
ご連絡、ご質問は

今後の予定

土曜ワイド劇場「和久峻三ミステリー 赤かぶ検事⑭」
北日本放送テレビ 10月18日（土）午後1：30～3：20

赤かぶ検事（橋爪功さん）が事件の真相に挑む人気シリー
ズ。飛騨高山を舞台に、殺人犯を追って、小川温泉、ヒス
イ海岸を訪れる。

「旅」8月号
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本誌は古紙100％の再生紙を
使用しています。

次号12月号は12月7日（第1日曜日）に発行予定です。

身障者用駐車場有り�

車いす用観覧席有り�

車いす対応エレベーター有り�

車いす用トイレ有り� 洋式トイレ有り� ベビーシート有り�

出入り口平坦またはスロープ有り�

休�休館・休園日�開�開館・開園時間� 数�募集人数�対�対象� 締�募集締切�料�利用料、参加料�

★土･日･祝日､教育活動での小･中･高校生の観覧は無料です。
☆近代美術館､水墨美術館の前売り券（一般のみ）は、開催の前日まで各美術館､県民会館、高岡文化ホール、新川文化ホールで販売しています。

企画展
「立山の崩れと生きる―砂防を支えるひとたち」
【12/7（日）まで】
立山の土砂崩れに挑み、富山平野を土石流か
ら守ってきた人々の活動を紹介します。
無料

9:30～17:00（入館は16:30まで）
月曜、祝日の翌日（10/13、11/3・24は開館）
常設展一般400円高・大 320円小・中 200円★

◎�
立山�
カルデラ�
砂防博物館�

立山駅�

●�
立山砂防�
事務所�

富山地方鉄道 立山線�

立
山�

ケ
ー
ブ
ル�

至富山� 至称名滝�

至立山山麓�
　スキー場�

�高村光太郎と智恵子の世界
【11/3（月・祝）まで】
彫刻家であり詩人でもあった高村光太郎の作
品と、その妻、智恵子が病床で制作した紙絵
などを展示し、二人の芸術と愛の軌跡をたど
ります。
一般 1,000円 高・大 700円 小・中 300円★

※常設展示もご覧になれます。

富
山
市
五
福
7
7
7

1
0
7
6（
4
3
1
）3
7
1
9

水

墨

美

術

館
9:30～17:00（入館は16:30まで）
月曜、祝日の翌日（10/13、11/3・24は開館）
常設展一般 200円高・大 160円小・中 100円★

至R8

市
内
電
車�

至
富
山
駅�

●GS

●富山トヨペット�

●�
富山球場�
●�
陸上�
競技場�

富山工業�
高校●�

●富山商業高校�

神通大橋�

富山大橋�至
高
岡�

●�
情報ビル�

◎水墨美術館�

世界ポスタートリエンナーレトヤマ2003
【10/19（日）まで】
一般 900円高・大 650円小・中 450円★

斎藤義重展
【10/25（土）～12/14（日）】
日本の現代美術の先駆者、斎藤義重の初期か
ら晩年の代表作を展示します。
一般 900（前売700）円高・大 650円小・中 450円★☆

※いずれも、常設展示もご覧になれます。

9:30～17:00（入館は16:30まで）
月曜、祝日の翌日（10/13、11/3・24は開館）
常設展一般 200円高・大 160円小・中 100円★

GS�
●�

R�
41
�

◎近代美術館�

●科学文化センター�

●越州村�
立山通り�

西中野口�

至富山I.C

至JR富山駅�

至
有
沢
橋�

至
大
泉�

秋の薬草に親しむ会
【10/25（土）9：30～15：30】
薬用植物の育て方や薬用酒の作り方などの講
習を行います。
60名（申込順）
無料

広野�

北島�

上市川�

薬用植物指導�
センター�

◎�

上市町役場●�

至滑川駅�
富山地方鉄道本線�

北
陸
自
動
車
道�

滑川I.C

上市駅�9:00～17:00
土曜、日曜、祝日
無料

森の恵みクラフトを楽しむ集い
【11/1（土）～2（日）1泊2日】
紅葉で色鮮やかな小矢部川峡での自然観察
や、つるや木の実を使ったリース作りなどが
体験できます。
50名（申込順）
10/31
一般 3,500円小･中 2,500円（宿泊･食事代）

　 青年の山�
◎研修館�
�

至湯涌温泉�

石川県�

R10

R54

発電所●�

刀利国設ケビン●�

●
福
光
温
泉�

福光自然休養村●�
福光スキー場●�

刀利トンネル�

刀
利
ダ
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町
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公
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書

館

企画展「富山県120年のあゆみ」
【11/16（日）まで】
誕生して今年120年を迎えた富山県の歩み
を、当館所蔵の史料を通してたどります。
無料

企画展記念講演
【10/10（金）14：00～16：00】
演題／｢これからの富山県―近・現代富山の時代区分を通して―｣
講師／高井進氏（大島町絵本館館長）
無料

R8

◎公文書館�
県立�
図書館
●�

●埋蔵文化財�
　センター�

至小杉�

至滑川�至高岡�

JR北陸本線�

富山大橋�県道富山高岡線�

呉羽山�

神
通
川�

●GS

9:00～17:00
土曜、日曜、祝日（会期中は無休） 無料

キノコ観察と鑑賞会
【10/19（日）9：30～13：00】
キノコの見分け方やその採取方法について学
んだり、キノコ鍋を楽しんだりします。
50名（申込順）
10/16
200円（材料代）

9:00～17:00
火曜、祝日の翌日
無料

森林科学館◎�

安川�

権正寺�

至婦中�

至庄川�

至高岡�

至砺波市街�

砺波大橋�

太田橋�
頼成の森�

●
砺
波
総
合
運
動
公
園�

庄
川�

R359
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料�
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開�
休�
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開�
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料�

開�
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料�

開�
休�
料�

締�
数�

料�

開�
休�
料�

9:00～17:00（12/15まで）
火曜、祝日の翌日
日帰り90円
宿泊小・中 340円 25歳以下 670円 26歳以上 1,020円

開�
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特別展「武士と茶の湯」
【10/6（月）～11/9（日）】
戦国時代の武士と茶の湯との関わりを、県内
外の遺跡の出土品から探ります。
無料

併設展「こども考古学ラボ」
【10/6（月）～11/9（日）】
実際に出土品にさわったりして、考古学に親
しむことができる体験教室です。
無料

R8

●公文書館�

県立�
図書館
●�

◎埋蔵文化財センター�

至小杉�

至滑川�至高岡�

JR北陸本線�

富山大橋�県道富山高岡線�

呉
羽
山�

神
通
川�

●GS

9:00～17:00
金曜 無料
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秋のクラフトランド
【10/26（日）まで】
いろいろなおもちゃを作って楽しみます。
100～200円（材料代）

みんなあつまれ！！トイパーク
【10/18（土）～11/16（日）】
フランス生まれの木製積木や粘土でダイナミッ
クに遊びます。
無料

パスコ●�

こども�
みらい館�

◎�

●環境科学�
　センター�

●県立大学�

至富山�至高岡�

太閤山ランド�

至JR小杉駅�

至小杉I.C

至
新
湊�

9:30～17:00
火曜、第4水曜、祝日の翌日 無料

�自然観察会
「キノコ狩りとキノコ汁を愛でる」
【10/12（日）9：00～13：00】
森の中でキノコ狩りを楽しんだり、香り豊か
なキノコ汁を味わったりします。
300名（申込順）
10/11
200円（材料代）

神
通
川�

◎�
ねいの里�

至砺波�

有沢橋�

至高岡�

小杉I.C
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もみじの散歩道
【11/9（日）13：00～16：00】
紅葉で彩られた園内を、ナチュラリストと一緒に散策します。
100名（申込順） 10/31 無料

野上祇麿･谷口義人展
【11/23（日・祝）まで　10：00～17：00】
富山県を代表する画家、野上祇麿と彫刻家、
谷口義人の代表作や新作を展示します。
無料

パスコ●�

◎�
太閤山ランド�

●環境科学�
　センター�

●県立大学�

至富山�至高岡�

至JR小杉駅�

至小杉I.C

至
新
湊�

9:00～17:00
火曜､祝日の翌日
無料（駐車料金等は別途必要）
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山
神
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らいちょうバレースキー場◎�

立山山麓やすらぎフェスティバル
【10/12（日）10：00～16：00】
乗馬の体験、小動物とのふれあい、紙を使っ
たクラフト教室、イワナのつかみ捕りなど、
いろいろなイベントを開催します。
※当日は、ゴンドラリフト料金割引

ゴンドラリフト
8:30～16:30
往復一般 1,100円小学生以下 800円料�

開�
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